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必ず ずっ て いた だ く と と 


介 池 の セッ ト 方 法 


お 手入れ 方法 
故障 か な ? と 思う 前 に 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 

取 須 説明 害 を よく お 大 み いた だ き 、 内 容 を 十 分 理 衣 さ れ た 上 で で 使用 くだ さい 。 
9 必 良 の た ゆめ 、 デ ザイ ン - 寺 様 を 一 了 変 世 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了 示 くだ さい 

9 押 思 の 衣 抽 は 回 く 拓 じ ます 。 


ご 使用 前 に 必ず お 下 みく だ さい 


CB いだい > が に な っ たい な と きい つ で も へ られ 3 わす くに 
まこ 人 用 は 人 kiSTF: 叶 妥 まで と た 


を へ 大 に 人 し C く だ さい な か 
EER 
罰せ て ES) 


人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 切る と 大 変 居 険 で す ! 


家 居 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注意 で 大 き な 事故 に つなが り ま す 。 

本 青 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 克 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 客 様 の 不 注意 に よる いか な る 事故 も 、 弊 社 と し まし て は 一 切 の 頁 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 
くだ さい 。 


人 、 床 面 保護 に つい て 


必ず 保護 マッ ト を 敷く 

信用 お よび 人 の 放 に は めす 床や 
の 軸 を 人 隊 す る マッ ト な ど を 取 い て く | 
た だ さい. 下村 床 村 や の 上 で 年 や 人 
を し 人 井村 抽 ( 和 化 ニル 
な ど ) に よっ て は 疫 還 が 名 する 財 合 が 
りす 

(で は 間 用 マッ ト を 充て お り ます ) 
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ぁ 
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き 
き 
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安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


投下 明 の 賢人 及 び 注意 内 容 は 、 危 際 の 度合 エ よ っ て 次 の 2 役 上 に 分 け て いま す 。 
記さ れ て いる 内 容 を よく 理 色 し て いた だ さ 、 取 名 に 従っ た 使 法 で 上 之 動 を お こ な っ て くだ さい 。 


幸 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 また は | 記 埋 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 在 人 を 負う 
和 価 な ど を 負う と と が 失 定 され る 内 容 で す 。 か また は 物 的 捉 寄り 発生 が 家 定 され る 内 容 で す 。 
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松 表示 り 奈 
7 示 に 笠 っ て くだ さい 。 FR を し て くだ さい 。 


本 書記 隊 の 警告 反 び 注意 天授 守 さ れず に ど 使用 され て 生じ た いか な る 事 攻 に つき まし て も 、 
甘 社 と し まし て は 、 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

また 、 本 午 紀 地 の 警 千 及 び 注意 事項 に 該 当 する と 思わ れる 場合 は 本 製品 の 組立 及び 使用 は せ ず 、 
た だ ち に 式 社 カス タマ ー サ ービス 台 へ 問い 合わ せく だ さい 、 


@ 各 ペー ジ に は 安全 に ご 人 用い た だ く た め の 注意 点 も 家 記 し て お り ま す 。 よ く お 読 みい た だ き 、 記 載 し て 
いる 内 容 を 十分 ご 理 角 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 


警告 ・ 注 意 事項 
使用 前 の 警告 ・ 注 意 事項 


0 は mwE の トレ ー ニ ンク 用 で すか ズ 
に 間 な ど 、 和 る 拓 の お に よる 人 は 
EC た さい 
また 、 間 M の 昌 め で は 合 選 し な いで く だ さい 。 
0 なの を と し た で あ り 
と し て いま 
① する は 中 を 人 用 し な いで くだ さい 。 
EtP を nH と 区 ら な た 
に 設 当 する 方 は 必ず 医 乱 に 相 隊 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 
の 光り て いる や 和 に を 肝 も 
HTC 
で し と い 3 また Wo い の ぁ な 
FRD は 3 
なき を お 5 
し: うと RE の ちる 
HE は 2 
て ドー スー カー な どの 人 た 
し て いち 
っ Waso カ 
tt 
て NR RS な どの SE おる 
HCL 
ラマ 人 SE な な どの 
の や たと に より の 
GE 
TTA me 
の る か 
ea Ln の 3 カ 
NOW や SE な どの ある 
バハ ピリ テー ショ ン 上 で れる 
上 AT に 人 人 に を 生じ て いる と き 
0 の EEA び 1 人 で の 天 に を じ て いる な 、 
人 か 見 て そう 大 


人 すべ り 証人 


また は り ハ ビリ テー ショ ン か 
人 ( 衝 ) の の 介 治 え の 上 で 生 詞 くだ さい 。 
た 、 小 さ な お 字 入 や ペッ ト の いる 電 記 で の 間 ・ 人 
は お や めく だ さい 

李 了 は 、 体 量 0k 以下 の な 和子 
で 用 する こと を 定 し て いま す 。 立っ た 
人 や 、 休 重 が 50kg を 回 え る 方 の 人 用 は しない 
で くだ さい 全 過 中 、 可 っ て 直久 し た り 機器 が 
する お それ が あり 、 重 大 な 事 吉 を 引き 起こ す 匠 区 に 
な り ま す 。 

本 家人 用 時 間 は 大 30 分 で オ 

3 分 を 散 え る 作動 は お や めく だ さい 。 ま 
人 時 は 本 を 休 ませ て くだ さい 
導 上 の 原 国 に な り ま す 。 

信用 前 に は 者 名 部 の 名 か 完全 に 国定 され て い 
る こと を めど 深 友 くだ さい 。 ポ ルト ・ ナ ッ ト が 経 
ん で いる と 使用 中 に 衝 品 が 外れ た りす る こと も 
り 、 大 な 事 を 避 と す お それ が あり ます 。 


く ) 主 馬 が 10 て 以下 、35 て 以上 の 状態 で は 使用 し な い 
で くだ さい 。 表示 メ ー タ ー が 正和 に 表示 し な く な る お 
それ な あり 、 春生 な どら 劣化 も 早め ます 。 

⑲ この 析 昌 及 宮 半 は 、 大 切 に 保夫 され ます 
よう お い し ま 了 。 徐 失 さ れ た 場合 、 和 人 行 は お 有 
けし か ね る こと が おり ます 


組立 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


9 本 和 中 を 長 症 に わた り で 使用 いた だ く た め 、 ポ ルト 
の 締まり 、 全 属 バ リ な どの 有無 、 琴 形 や ひび 割れ な 
ど が な いこ と を で 確認 くだ さ 

人 本 の 「 直 85 用 時 時 」 に ポル ト ・ ナ 

バイ プ ・ 時 人 分 に 手 、 導 な ど を まな いよ 

うに ご 注意 くだ さい . また 、 泊 画 を 所 議 する マッ ト 
な ど を 必ず 角 い て くだ さい 

0 安全 の た め 、 細 立 の 障 は 必ず 車 手 な ど 和 を 着用 し て 、 
大 人 2 人 以上 で 行っ て くだ さい 

本宮 品 を 改造 、 も し く は 付加 肥 び 部 品 を 取り 外し た 
半 穫 で 和 用 され た 場合 、 重 大事 人 を 息 こ す お それ 
が あり ます の で 約 対 に し な いで くだ さい 。 


人 居 立 の 放 は 二分 に 広い 所 を 和 保 し 、 委 和 を 到 く な 
ど し て 床や 家具 な ど に キズ が 付か な いよ う 、 ご 注意 
くだ さい 、 

人 馬立 作業 中 、 カ ッ ター ナイ フ な どの 刃物 や 工具 を 使 
用 する 江 合 は 、 到 り 的 い に 填 分 ご 注 齋 く だ さい 。 
9 尽 前 に は 者 品 が 全て 半 っ て いる こと を ご 科 革 くだ 
さい 。 も し 失 っ て いな 場合 は 抽 社 カス タマ ー サ ー 

ビス 可 ま で 連絡 くだ さい 

9 箇 完 了 後 、 本 休 に 大 まな グ ラ つ き や ガ タ つ き が た 


いと と を め ず で 中 くだ さい 。 
使用 中 の 警告 ・ 注 意 事項 


0 本 語 へ の きき 込み を 防ぐ た め 、 運 は 人体 の サ 
イズ に 合っ た 運動 着 を 著 用 し 、 ゆ っ た り と 祭 拉 の あ 
り 注ぎ る 表 衣 は 着け て くだ さい フー ド 付き パー カ 
ー の ひる や 束 ひ も な ど は 短く 結ん で お いて くだ さ 
い 。 また 、 手 、 導 や 開 の 所 な どの 基き 込み に ど 注意 
くだ さい 、 

作例 の た め 避 動 を 居 い て で 使 用 くだ さい 。 祥 、 
攻 下 、 ス リッ パ な ど で の 使用 は ペダ ル か ら 足 が 当り 
基 ち や すい の で 危 葵 で す 。 

) 本人 が 左 に 天 し く 押 れ る は ど アン パラ ンス な 使用 は 
3 る くだ SC は や の 還 と な 


計 他 ・ 呈 


TA 褒 ど ud5re 計 揚 


TAiWY と QuGSk ち SIN 池 


警告 ・ 注 意 事項 


G っ た 能 で 用 し な いで くだ さい 要約 が 天 れ る 
だ け で な く 、 パ ラン ス を 放し 和久 する な ど 還 大 な 東 
革 を 引き 誠 と す お それ お あり 大 朗 欠 で す 

) 回 四 中 の クラ ンク (ペダ ル 回 転記 ) に は 決し て 直接 
寺 れ な いで くだ さい また 、 本 体 カバ ー を 外し た 状 
代 で は 使用 し な いで くだ さい 。 回 部 に 基き 込ま れ 
基 な 攻 を 必 と す お それ が あり 大 玩 際 です 

ピン や ボールペン 、 二 入 な ど を ポケ ッ ト に 入れ た り 、 
着け た まま で の 通 和 は 的 に し な いで くだ さい 、 

本音 を 用 や 重合 など の 代わ り に 使用 し な いで く 
だ さい 

本 譲 品 は 1 人 用 で す - 同時 に 2 人 以上 で 使用 し な い 
で くだ さい 。 

CS 健 有 中 ・ 人 中 以外 で も 本 休部 の 動 に 手 振 
ど を 入れ た り し な いで くだ さい 。 

くく 錠 の た 人 下池 の 運 和 は 所 サ て ください. また 
人 信 ・ 只 拓 を し な が ら や 、 区 洒 徐 の 軍 動 は し な いで 
くだ さい 。 
多用 に は 分 な 人 生 を 行い 身体 を ほぐし て 
くだ さい また 軍 後 も 和民 に 上 体 を は ぐし て くだ 
さい 直接 トレ ー ニ ング され ます と 所内 な ど に 可 人 
を 肥 洒 に な り ま す 、 

人 演 還 は 少し 義 れ る 程度 の 運動量 を 毎日 入 し て 行 
が 銀 く 、 押 運動 は 導 央 を 任 め る ば か りか 剛 重 
多 果 も ひな く な り ます 。 

人 次 の よう な 症状 が 出 た と き は 、 直 動 を 中 止 し て くだ 
さい 。 ( ぬ ま い 、 ふ ら つ き 、 冷や 江 、 押 革 、 中 
中 必 科 の 和 れ 、 動 稼 、 際 の 人生 、 け いれ ん 、 
計り 涯 み 、 そ の 他 必 の 各 ) 
人 者 の は 小さ な お 子 様 が 本 を 送 具 と し て 人 
用 し な いよ う 十 分 ご 渡 くだ さい 。 
部 を 状 する と き に は 手近 な ど を 的 な いよ う で 
太く だ さい 、 
事 ・ 玉 順 の 原因 と な り ま す の で 、 表 示 メー ター や 

守り 深かっ た り 、 隊 を 掛け た り し な い 


本 遇 各 は ず 屋 内 で ご 使用 くだ さい 。 室 な ど 有 所 
の 多い 場所 や 屋 放 、 倉 韻 、 ベ ラン ダ 、 誕 下 た どの チ 
リ や ほてり 、 応 、 ペ ッ ト の 万 な ど が 多い 補 所 名 
内 の 近く で は 各 有 し な いで くだ さい 。 サビ や 偽 み 、 
攻 還 の 原 国 に な り ま す 。 
人 本 層 品 は し っ か り と し た 水平 な 床 の 上 に 設 枝 し 、 
史家 品 の 生 ・ 人 の 陳 に も 必ず 軍 を 人 
マテ に て くい ー 1 の 上 で 
や 全 革 を し た 孝和 、 
9 に まっ で 果す る 湯 を が る り ます 。 
2 な いで くだ さい 。 下 に 損 人 
( 佐 は では マッ ト を 別して なり ま す ) 
人 補 陳 の 信 受 に よっ て は 、 設 置 硬 が 洪 り 、 本 体 が 動い 
て し まい ます 計 面 が 光ら な いよ うに する た め に 
も みず マッ ト な ど を 得 い て くだ さい 。 そ れ で も 人 
が 少 り 、 太 人 が 動い て し まう 畑 合 に は 、 運 動 の 人 
共 を 上 直し て くだ さい 。 
人 和 中 に 信介 や 柱 に ぶつ け な い よう 、 広 い 電 所 
で ご 公用 くだ さい 


お 手入れ ・ 保 管 の 注意 事項 


0 人 所 は 本 了 品 で つま ず か な い 場所 に 寺 き 、 特 に 
ひさ な お が 肝 手 に 獲る ご と の た いよ う 、 放 委 に 
じ て 坦 包 な ど を 備 し て くだ さい 。 
また 、 下 日光 か 当たる 提 所 や ・ 多 当所 に 
は 人 油 し な いで くだ さい 。 
サビ や 休み ・ 放 還 ・ 部 品 才 化 の 誠 因 に な り ま す 。 

を ラベ ル に し て 本 件 に 
馬 っ て いま す 。 ラベ ル を は が し た り 、 キ ズ つ けた リ 
し な いで で: 

③ 欠 定 の 公理 才 以 外 の 方 が を 分 拓 し た 
り 吉 人 坦 は し な いで くだ さい . 事 和 や 有 の 原 
国 に な り ま す 

ひさ な お 子 潤 や 上 明和 谷 ラベ ル の 内 容 が 理 
用 で き な い 方 が 1 人 で 宙 に 角 れ 、 使用 し な いよ 
うに 雪 ど 注意 くだ さい 。 誤っ た 合計 事故 の 
原 和 に な り ま す 

の 除 に も 必 、 床 画 を 保 度 する マッ ト 
な ど を 導い て くだ さい 

を 旭 に わた り で 使用 いた だ くだ め 、 誠 
色 に 汚れ な ど を 授 ま と っ て くだ さい 、 ま た 、 法 れ 
が 導 ち な い 吉 は 、 中 性 玉 刑 の うす め 注 で 試 き と 
っ て くだ さい 。 

① は 、 各 和 に 半 を 全 志 し て いま す の で シン 

一 や 訟 系 の 和 い 講 で の お 手入れ は お や めく 
令 い 
旬間 全 用 に 


れ ま す と 、 サ ビ ヤ 護 攻 に より 
全品 な どの 化 起こ る 場合 が あり ます 。 

お 買上 げ 日 より 1 年 を 通 ぎ た 入口 、 則 日 が 竹 
に て 次 請 で き な い 電 合 は 有償 に て 滞 槍 サ ービス を 
行 3 て お り ます の で 、 系 社 カ スタ マー サー ビス 詳 
まま で ご 相 庶 くだ さい 


長保 管 され 杏 び 使用 され る 坦 合 は 、 本 箇 の 人 
人 事項 を 有 基 の うえ で 全 く だ さい 、 
また 、 表 期間 全戸 され な く と も 、 油 切れ 及び サビ 
の 先生 な どか 予 想 さ れ ま す の で 、 去 の 記 項 
を 近 な な いと と を 午 お め て か ら ご 人 
くだ さ 

⑩ 万 一 、 和 別 そ の 伯 の トラ ブル が 発生 し た 直人 に は 、 
欠 せ カス タマ ー サ ービス 中 を で ご 相談 くだ さい 。 

天保 誠 の た め 、 記 到 す る 場合 は 各自 洛 価 の 取り 
潜め に 符 っ て くだ さい 


警告 ・ 注 意 事項 
ボタ ン 電 池 の 警 告 ・ 注 意 事項 


ーー 本 品 は ポタ ン 人 (LR44) を 使用 し ます ーー 


ボタ ン 人 池 は 小さ な お 子 析 の 手 p 度 く と と ろ に 活か 
な いで くだ さい 電池 や 部 を 放す る お それ が お 


り ま す 。 万 一 和み 込 ん だ と き は 、 す ぐに 攻 所 の 治療 
を 受け て くだ さい 


長 較 (1 馬 上 ) 人 用 し な い 央 合 は 電池 を 近 
いて 保 双 し て くだ さい 。 電池 の 廊 に よる 者 の 大 
に な り ます 。 

Q 浦 れ た 手 で の 在 池 交 将 は し な いで くだ さい 。 敬 墜 の 
質 に な り ます 

計 池 交 交 の 際 、 電 池 が 独 び 出場 合 が あり ます の で 
注 京 くだ さい 、 

生還 流 み 電池 は 逢 子 に テー プ を 貼る な どの 短 計 を し 
て か ら 、 各自 欠 人 の 取り 決め に 従っ て 両 課 し て くだ 


EN 


ECREJ 


(rt へ No 9NSy な 6 池 


半 科 Sh 誠 


使用 上 の 注意 


小さ な お 子 様 や 
ペッ ト の いる 場所 で 


子ども に 触ら せな い 
人 用 中 人 は 、 本 抽 呈 の 
て で ゆで な お を 送 ば せな い 
よう に で 注意 くだ さい 


運動 靴 を 履く 


の 運動 を 行う 包 に は 安全 の 
た めい て くだ さい 
中 . 七 下 - ス リッ パ な ど で の 全 
月 は べ ダ ル か ら 足 が 滑り 挫け や 
すい の で 松 で か 


巻き 込み に 注意 
9 ゆったり と 胡 拉 の ある や 
スカ ー ト で の 全 用 は し な い 、 
9 ネッ クレ ス や マフ ラー、 イ ヤ ホ 
シコ ー ド な ど 、 人 きき 込 みや す 
いも の は 人 に 着け な い 。 

9 曳 二 や 恨 に つい て いる で 


キャ スタ ー が 付い て いる 
イス や 机 は 使用 し な い 


『 き は 、 安 し 


NN_ 人 


必ず マッ ト を 敷く 
や を 側 つ けた いよ うに 
生田 に は 必ず マッ ト を 色 い て て 
た きい 
また 婦人 に よって は 
還 か が 涼 り ま す の で 、 マ ッ ト を 枯 
いて 上 が 六 ら な いよ うに し 


部 材 及び 付属 品 ・ 各 部 の 名 称 


部 材 及び 付属 品 淵 名 を あけ まし た ら 、 必 ず 各 和 品 * 付 必 品 が 区 っ て いる こと を ご 確 譜 く だ さい 。 
2 ロレ ッ グ コキ 


タル 名 各 1 個 トキ ナット キワ ッ シ ャ ー 2 
タル 面 を ナッ ト 左 生 1 人 ( べ ダ に 伯 上) 内 
生 


タン 人 (LR44) 1 福 工区 3 和 
ki 所: そい Mi A 角 レン チ Bi スパ ナー で : ス パナ 


( 叶 ) 4 の 時 です ので 村 
が わずか し か あり ませ ん 。 ど 使 NN 
EE し い 直入 NN 


目 各 部 の 名 称 

ペダ タル 国 ま ナッ ト (L) を 

Yo メー ター 

べ 多 ルベル ト (L) を ショ ンタ ダイ ヤル 
本 用 パ ンド ル 


トキ フッ シャ ー 
22444 


の it: 


べ 多 MLH(R) 


orrmso 


て ーー 


レッ クキ w ブ 


ダル 国 ま ナッ ト (R) 右 11 


タル EE 


ペーーーーーーーーーー ルト x2 本 
2 


7 を ミト どど を いで くだ さい また 、 で に 才 マ ッ ト を し でも り ます の で 、 抽 い 
| 上 ゆい た だ いた 了 売 店 また は 野寺 カス タマ ー サ ービス 斉 ま で 


EEETY 
5 上 で いう 1 


Ei 


組立 手順 kg+< っ りな いよ ic mW る マッ ト な どの 上 で 、 人 に 立て て くだ さい ) 


四 全 の た め 、 組立 の 取 は 軍手 な ど を 着用 し て くだ さい 


〇 本 体 の レッ グ ア ー ム を 多き 、 ポ ルト 
ワッ シャ ー (1 軸 ) で 還 定 し ます 
人 角 レ ンチ を 全 
レッ グ ア ー ム の 容 に レッ グ を 合わ せ 、 
ポル ト + ナ ッ ト + ワ ッ シ ャ ー12 細 ) 
で 国 だ し ます 


人 典 で : スパ ナ を 人 


レッ グ キ ャ ッ プ 4 ヶ所 を 回 し に | 
拉 地 する よう に し て くだ さい 


| 


(人 屋 の 工 具 は 本 書 と 共 に 保管 し て お いて くだ さい ) 


wis は 


ペダ ル を 付属 工 内 で 本 体 の クラ ンク に 取 
り 付け ます 。 右 ペダル は 右 ま わし 、 左 へ 
し は 左 ま お し ( 党 ネ ジ ) に な っ て いま す 。 
友人 に: まね す と 、 ネ ジ 山 お 破 湖 する お を 
む が あり ます の で ご 注 意 くだ さい 。 


人 で : スパ ナ を 人 用 


③ べ ダル 回 定 ナッ ト を 双 り 付け て 付 屋上 
本 で ナッ ト と ボル ト を 旨 め 付け ます 


9 ペタ 本 E ナ ッ ト 
は め の 上 リナ ッ ト を 信用 し で い 


ダル タナ 
0 0 


mm 
2 


本 チット 


へ 
| 
の で く 締 めく だ | 
いと の JO 人 | 
誠 い と ペダ ル を 還 チ | 
に 、 べ タル か ら 半 を 
し る 6G あ り また 


ミチ : 重 め て いく 人 で 田 く な り ます が 

人 を で く て 還 し て くだ さい 

テッ トド は 選 信 い て いな い 全 が ら 
レト に RW り H け まれ 

3 1 

タル の ナッ ト は ね し ネジ 

に なっ て いま 


療 が 3 但 あ る 太 内 個 に し て ペダ ル ペ 
ルト を 取り 2 け ます 。 


am 


mm 


MSMt を 
下り ける 


= 


表示 メー ター の 機能 ・ 電 池 の セ ッ ト 方 法 


EE 長生 骨 ・ カ ロリ ー を 駅 式 で 表示 し ます 


EGOCEDuIS 3 3 


オー トバ ワー オフ 


し て むら 人 に 0 に えす 


【eE ア モン 2 


めこ と に 天上 の 符 し を 


Ma 


四 
29 有人 を ウン ト し ます 
年 
Em を 示し ます 


の ロリ ー の を 示し ます 


| 四 GW lay 

|FFl spsu:cmf を oe が ルリ Ko ト き NE 

本 HO 
Er は AB しく EN 


この 家 示 メー ター は ポタ ン 電 (LR44) x 1 人 を 使用 し ます 。 
表示 メー ター が 正しく 作動 し な く な っ た 計 に は 、 青 示 メ ー タ ー に 入っ て いる 和 池 を 新しい も の に 交 交 し て くだ さい 


ツメ 部 分 を ひっ か け て で 送 捕 カバ ー を 外し て で 放 明 カバ ー を か ぶせ て 
メー ター を 失 す 。 ボタン 人 池 (LR44) を セッ ト する 。 本体 に 表示 メー ター を 大 す 。 


rfLt ち ラン Fa 人 メ ー タ ー 
人 EW005 コ 32ー に * 人 60 コーFSE し くし 
CKYGHTRETM 

本 語 に 昌和 か ら 付い て いる 電池 は テス ト 用 の た め 、 新 し い 電池 に 比べ 知明 が わずか し か あり ませ ん 。 

ご 全 用 間 に は 新しい 電池 を 時 入 し て くだ さい 。 


FSSFT 1 
計 尊 8ー ペ ー ベ 光 


Er 計 か に F に 】 


負荷 調節 方 法 ・ 運 動 方 法 


男 ト レー ニン グ の 負荷 の 目安 (1 一 8 段階) ァ ー、 


ダル 負 半 ご 3 (紅い ) ウォ ー ム アッ プ 肝 
ダル 有 半 4ー5……ーー < 仙 \ メ イン エク サロ イズ 
ベ ダナ (Wu) ハー ド ト レー ニン 用 
欠 は で 自生 の 体力 に 台 わ ビ て 山 全 し で くだ さい 


【 イ ス を 使っ て 使用 する 場合 】 【 手 で ペダ リン グ 運 動 を する 場合 】 


者 を 安定 し た イス の 前 に 還 き 、 層 計り た 状 座 で 本 を 宏 定 し た テー ブル の 上 に 重き 、 テ ー ブ ル の | 
四 を 決め ます ペダ ル に 山下 を 和 せ た ら 、 基 に イス を セッ ト し 、 イ ス に 主 掛 け ます 。 ペ ダル に 
葵 を し っ か り 伸ばし 、 ペ ダリ ング を 同 介し ます 。 手入れ た 5、 ペ ダリ ング を 同 先 し ます 


人 UM 


1 


【 床 に 転 が っ て 運動 を する 場合 】 人 

2 する 0 は 
た 人 で ペダル 所 を 入れ て 人 を イス や キャ スタ ー 付 き の イス は 人 
その まま 向け に な り ます . 上 半身 の は 抜い て 、 しない eSEet 
リング しま ない て し まう 生か 
人 か な いよ う 穀 な ど に 当て た 計 隊 で ご 使用 くだ さい 。 


CRE2M9E で て CE 


TTY 


本 製品 を 長期 に わた り ご 使用 いた だ く た め 、 定 期 的 に お 手入れ し て くだ さい 。 
申 本 体 : 汚 れ が 落ち な い 場 合 、 中 性 洗剤 を 薄め て 拭き と っ て くだ さい 。 
表 示 メ ー タ ー: 乾 いた 抄 ら か い 布 な ど で 乾拭き し て くだ さい 。 

本 製品 は 、 準 装 加 工 及 び 各部 に 和 導 を 使用 し て いま す の で シン ナー 系 や 酸 系 の 到 い 


の で 放 | 洲 で の お 手入れ は お 志 け くだ さい 。 
硬い 布 で 拭く と キズ な どの 原因 に な り ます の で 使用 し な いで くだ さい 。 


旦 べ ダル: 長期 の 使用 に より 緩ん で くる こと が あり ます 。 
定期 的 に 締め つけ を 確認 し て くだ さい 。 (P7「 組 立 手 順 2」 参 照 ) 


故障 か な ? と 思う 前 に rsomms_mzzyzuccsse 


症状 チェ ッ ク 科 所 
本 体 が ガタ つく 二 


本 抽 品 の 設 還 場所 が 平 な 場所 か 確 限 し て くだ さい 。 
ロレ ッ グ キ ャ ッ プ の 角 訟 が ずれ て いな いか 確認 し て くだ さい 。 
本 製品 の 下 に マッ ト な ど を 表 い て くだ さい 。 


メー ター が 人 笛 し な い あい 旬 池 の 李 性 (上 -) 方 向 が 正しい か で 確認 くだ さい 、 
(Pa 「 電 池 の セッ ト 方 法 」 参 昭 ) 
お が し て いる 場 に は 、 新 し い ボ タン 直 池 (LR44) に 区 し 
さい 
の セ ッ ト 方 本 
表示 メー ター 各 の 配線 が 抜け て いな いか ご 各 認 く だ さい . 配線 拓 け | 
て いる と 、 表 示 メ ー タ ー は カウ ント し ませ ん 
(Pa 「 電 池 の セッ ト 方 法 」 参 昭 ) 


@ 玉 都 から 音 が する ] あ 左 右 の ペダ ル 国 定 が 経 ん で いま せん か 7? P7『 組 立 手 順 2」 の ペダ 
ル 取 付 ボ ルト を 再度 し っ か り と 工具 で 締 記 付け て くだ さい 。 

動 問 転 より 、 少 な か ら ず 香 は 発生 し ます 。 

) 0 分 以上 問 続 全 用 し て いま せん か ? 30 分 以上 は 続 全 用 は せ ず 、 
信用 徐 約 1 時間 は ご 使 用 に は な ら な いで くだ さい 


上 記 チ ェ ッ ク を 行っ て も 直ら な い 場 合 や 、 そ の 他 の 古 状 が 発生 し た 場合 は 、 遇 社 カ スタ マー サー ビス 課 ま 
で ご 較 絡 くだ さい 、 そ の 際 、 上 記 以 外 の 確認 ポイ ント を 説明 させ て いた だ く 場 合 が あり ます が ご 協力 の 程 


お い 宇 し ます 円 
づい 合わ せ は アル イン コ カス タマ ー サ ービス 束 を 
フー タイ ヤル 【 男 人 ] 0180-30-4515 
919091209.1319-1510( は 時 5 
HE き 
和え 0779-e4tnl 
ape eyeerlelinee re jp 


FAX また は メー ル で の お 還 い 合わ せ の 理加 和 に 操る 富 が の ざ 
6 モ 了 くだ さい > 


いま 


10 


ENPSTT1 


コア ロック ネ テ ィ ッ 2 ミニ イク 11 
AFB2119 

W4so xDs40xH400 mm 

す 了 了 

9&5kg 

ポン 電池 (LR 4 4)x1 個 
ザーkAES 0 ク 


リプ タワ ェ ッ スチ し > 吉 る を PP (アロ)。 
PVC (S り aKE ニ いり 、TPR 人 8) 、MBR (に ト り ヴ タウ ロッ ゴト 


陸 軌 し イ つ コ 株 式 会 社 
フィ ッ ト ネ ス 事 業 部 カス タマ ー サ ービス 課 


フリ ー タ イヤ ル 【@】 0120--30--4515 
9160 190.1309ー1g00 は EE を RC 


お 4 受 人 

FAX 072678.6410 

ma fltnese@allneercojp 
FAX 又は メー ル で の お 困 い 合わ せ の 
二 、 四 和 に 生計 する 天 合 び ど ざい 
ます 務め ご 了 和 くだ さい 


や し た 場合 、 ま は 本 の 10「 訂 か な 7 と 史 う に 」 を ごく だ さい 


FNuEMN 


